
製品カタログ

整合器補足事項

弊社標準自動整合器は、一般的な静電結合の電極に対して定格を設定しています。
ＩＣＰなどのあらゆる負荷や応用場面に対してカスタム製作を行っています。

１ 整合コンデンサの許容電流と変更対応

MB-3KA-YVT MB-5KAT
許容電流 30A 50A（水冷時 80A)
許容電圧 3000V(内部空間の制限) 6000V
水冷対応 不可 可

使用ｺﾝﾃﾞﾝｻ 使用ｺﾝﾃﾞﾝｻ

C1 C2 C1 C2
標準 CVUN-1000AC/5-BAJA CVUN-250AC/15-BAJA SCV515H82 SCV155H82
交換可能な CVUN-1500AC/3-BAJA CVUN-500BC/12-BAJA SCV1010H82 SCV1010H82
バリコン CVUN-500AC/5-BAJA CVUN-100AC/15-BAJA SCV202H82

２ ICP対応の整合回路
ICPでは、負荷コイルのインダクタンスがある程度の大きさ（0.3uH)がある場合は通常回路のＬ型整合回路が
良いです。それ以下の場合はＬ型回路にコイルＬを設けるか、逆Ｌ型回路として再構築することも可能です。

Ｌ型回路と整合範囲(C1=1500pF、C2=1000pF) 逆Ｌ回路と整合範囲(C1=500pF,C2=1000pF)

３ 重負荷対応
昨今では、電極インピーダンスがＲ＝１Ωを下回る事もあります。Ｌ型回路では C1の容量に反比例をして整合
インピーダンス（Ｒ）を下げることが出来ますが、バリコンのラインナップやコスト的には限度が出ます。

その場合は、補助インダクタを装備して対応することが出来ます。この場合パワーハンドリングはやや低下します。
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４ 参考資料 ICPコイルとＬ型整合器の定数
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